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３．人と人との共創 

現在 
1st STEP 

未来 

過去 
現在の延長線では 
変革できない 

Backcasting 

短期事業施策 
・クイックスタート 
・スモールスタート 

新たなサービスを生むためのシステムエンジニアのナレッジをリアルな場において、集積、
融合、活用できるようにすることで、イノベーションの創出を加速 

 共創実践のための場 

ハッカソン 
「ハック（Hack）」と「マラソン（Marathon）」 
  を組み合わせて作られた造語 

将来ビジョン 
目標を可視化 

ビジョンデザイン 
改革・革新に向けて、 
将来のありたい姿(ビジョン)を 
創造し可視化 

ものづくりの場を学校に 
提供するトレーラー 
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３．人と人との共創 

 フィールド・イノベーション(現場を可視化) 
課題領域（＝フィールド）の構成要素である 

「人」と「プロセス」と「ICT」を可視化を起点に、人の意識を
変え、改善の様々な知恵を引き出し、継続的に改善 ビジネス 

（事業/業務） 

ICT 
活用の仕方を変える 

プロセス 
業務の流れを変える 

人 
意識と行動を変える 

トップの意思 
を確認 

業務現場に入り 
事実を可視化 

現場観察 

現場インタビュー 

業務データ分析 

トップインタビュー 

施策実行 
効果検証 

施策立案 
ワークショップ 

めざす姿、戦略、 
トップの課題認識 
を共有 

Fier※が業務現場に入り、様々な 
可視化技術を用い、事実を可視化。 
課題認識と事実のギャップを検証 

事実から抽出した 
課題の解決策を 
現場主体で立案 

計画的に 
施策を実行、 
定期的に 
効果検証を実施 

現場の知恵で 
施策立案 

施策実行と 
効果検証 

※FIer(エフアイヤー)：お客様の業務課題を解決する改革のプロフェッショナル(フィールド・イノベータ) 
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